
松永功会長

連
携
と
創
造
で
経
済
再
生

埼玉県商工会議所連合会

　
日
本
経
済
は
回
復
の
期
待
感
が
色

濃
く
な
っ
て
い
る
。
今
一
番
求
め
ら

れ
る
も
の
は
「
連
携
と
創
造
」
に
よ

り
、
新
し
い
分
野
に
果
敢
に
挑
戦
し

て
い
く
こ
と
だ
。

　
中
小
企
業
も
積
極
的
な
経
営
革
新

が
必
要
で
あ
り
、
我
々
は
昨
年
度
、

商
工
会
議
所
の
経
営
相
談
機
能
を
高

め
、
支
援
に
力
を
注
い
だ
。

　
今
年
度
も
、
大
学
な
ど
の
専
門
分

野
と
の
連
携
に
よ
り
、
中
小
企
業
が

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
次
々
と

生
み
出
し
、
自
ら
の
力
で
地
域
経
済

を
押
し
上
げ
て
い
け
る
よ
う
、
調
整

役
と
し
て
更
に
積
極
的
に
活
動
し
て

い
く
。

　
ま
た
、
埼
玉
県
が
進
め
て
い
る

「
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
」
、
「
エ
コ
タ

ウ
ン
」
、
「
健
康
長
寿
」
の
３
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
も
、
県
内

商
工
会
議
所
が
一
体
と
な
っ
て
県
に

協
力
し
、
埼
玉
県
の
経
済
再
生
に
向

け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

埼玉県商工会連合会
大久保義海会長

役
職
員
の
人
間
力
を
結
集

　
わ
が
国
の
景
気
は
一
部
に
弱
さ
が

残
る
も
の
の
、
持
ち
直
し
の
動
き
が

見
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
日
本
経
済
発
展
に
長
ら

く
貢
献
し
、
ま
た
安
心
・
安
全
や
伝

統
文
化
の
担
い
手
と
し
て
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
支
え
て
い
る
中
小
・

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
中
小

企
業
金
融
円
滑
化
法
終
了
に
よ
る
資

金
繰
り
の
悪
化
懸
念
、
電
力
料
金
引

き
上
げ
、
消
費
税
率
ア
ッ
プ
の
問
題

な
ど
も
あ
り
、
自
ら
の
経
営
努
力
で

は
克
服
し
が
た
い
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
当
会
は
２
０
１
３
年

度
も
「
地
域
応
援
宣
言

」
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、
県
内

商
工

会
役
職
員
の
人
間
力
を
結
集
し
、

中
小
・
小
規
模
企
業
へ
の
支
援
機
能

強
化
や
地
域
再
生
を
図
る
た
め
の
諸

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

山縣秀司理事長

中
小
の
た
め
の
成
長
支
援

さいたま市産業創造財団

　
現
在
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
つ
い

て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
る

が
、
多
く
の
経
営
者
は
、
景
況
の
上

向
き
感
は
あ
る
も
の
の
、
自
分
た
ち

ま
で
浸
透
し
て
い
な
い
と
感
じ
て
い

る
の
が
実
情
だ
。

　
大
企
業
が
効
果
を
享
受
し
、
競
争

が
激
化
し
て
、
下
請
け
中
小
に
さ
ら

な
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
迫
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
声
も
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
中
小
の
自
立
化
、
つ

ま
り
次
世
代
自
動
車
、
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
医
療
機
器
等
な
ど
成
長
産
業

へ
の
参
入
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る

と
強
く
感
じ
て
い
る
。

　
今
後
は
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を

密
に
し
、
さ
い
た
ま
市
が
推
進
す
る

特
区
事
業
の
活
用
や
、
さ
い
た
ま
医

療
も
の
づ
く
り
都
市
構
想
を
加
速
さ

せ
る
。
多
く
の
中
小
企
業
が
成
長
産

業
に
挑
戦
し
自
立
化
す
る
の
を
お
手

伝
い
す
る
こ
と
が
、
我
々
の
役
割
だ

と
考
え
て
い
る
。

山崎　嘉正会長

埼
玉
の
魅
力
全
国
に
発
信

埼玉県物産観光協会

　
当
会
は
、
４
月
１
日
に
一
般
社
団

法
人
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。
ま
た
、
１
月
に
は
埼
玉
県
物

産
観
光
館
「
そ
ぴ
あ
」
が
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
２
階
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
、
優
良
県
産
品
拡
販
に

弾
み
を
つ
け
て
い
る
。
県
が
昨
年
発

表
し
た

お
も
て
な
し
日
本
一
の
埼

玉
県
　
観
光
づ
く
り
基
本
計
画
　
２

０
１
２
年
度

年
度

　に
も
あ

る
よ
う
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

物
産
・
観
光
産
業
が
果
た
す
役
割
は

従
来
以
上
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
当
会
と
し
て
は
、
会
員
各
事
業
者

や
市
町
村
・
観
光
協
会
相
互
の
連
携

強
化
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
物
産
と

観
光
で
相
乗
効
果
を
生
む
事
業
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
埼
玉
県
の
魅
力

を
県
内
外
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

埼玉中小企業家同友会
海沼春男代表理事

経
営
環
境
の
改
善
を
推
進

　
日
本
経
済
は
日
銀
の
金
融
緩
和
政

策
に
よ
っ
て
円
安
・
株
高
が
進
み
、

景
気
拡
大
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
マ
ク
ロ
の
動
き
と
逆
に

当
会
会
員
企
業
の
多
く
が
市
場
と
す

る
国
内
の
実
態
は
依
然
と
し
て
デ
フ

レ
経
済
下
と
同
様
の
環
境
に
あ
る
。

円
安
に
よ
る
輸
入
原
材
料
等
の
上
昇

な
ど
負
の
側
面
が
新
た
な
課
題
と
し

て
中
小
企
業
経
営
に
立
ち
ふ
さ
が
っ

て
い
る
こ
と
も
原
因
だ
。
こ
う
し
た

状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
埼
玉
中
小

企
業
家
同
友
会
は
会
の
活
動
の
柱
で

あ
る
経
営
指
針
づ
く
り

自
社
の
理

念
・
戦
略
・
実
行
計
画
を
会
員
が
策

定
す
る
活
動

を
推
進
し
て
い
く
。

　
ま
た
県
に
対
し
て
毎
年
実
施
し
て

い
る
政
策
要
望
等
の
機
会
を
通
じ
、

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
の

改
善
に
対
し
て
県
施
策
が
実
効
あ
る

も
の
と
な
る
よ
う
協
力
し
て
い
く
。

埼玉県中小企業団体中央会
星野進会長

協
同
の
力
で
苦
境
を
打
開

　
県
内
中
小
企
業
は
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
に
加
え
、
海
外
経
済
の
減

速
、
円
高
、
増
税
、
電
気
料
金
の
引

き
上
げ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
懸
念
を
抱

え
、
多
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

　
今
こ
そ
県
内
中
小
企
業
は
、
中
小

企
業
組
合
の
下
に
英
知
を
結
集
し
、

協
同
の
力
で
苦
境
を
打
開
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
。

　
本
会
で
は
、

立
ち
上
が
ろ
う
中

小
企
業
　
絆
を
活
か
し
て

を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、
県
内
９
２
０

中
小
企
業
組
合
の
専
門
支
援
機
関
と

し
て
、
支
援
活
動
の
中
核
を
な
す
巡

回
訪
問
等
を
通
じ
、
事
業
の
再
構

築
、
新
規
事
業
の
創
出
等
の
き
め
細

か
な
対
策
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

　
更
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大

等
を
図
る
た
め
の
「
組
合
間
連
携
」

を
、
強
力
に
推
進
す
る
。

埼玉県特集
外
郭
団
体
ト
ッ
プ
に
聞
く
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埼玉県経営者協会
西村和義会長

企
業
と
地
域
の
課
題
解
決

　
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
急

速
に
変
化
し
て
お
り
、
取
り
組
む
べ

き
課
題
は
ま
す
ま
す
高
度
化
・
多
様

化
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
持
続
的
に
企
業
を

成
長
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
絶
え

間
な
い
事
業
構
造
の
見
直
し
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
へ
の
積
極
的
な
対
応
、
産

業
構
造
の
変
革
を
踏
ま
え
た
技
術
や

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
革
新
な
ど
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン

の
実
現
を
通
じ
、
新
た

な
成
長
戦
略
を
策
定
・
実
行
す
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
だ
。

　
県
、
国
、
大
学
な
ど
多
方
面
の

外
部
の
知
の
集
団
を
つ
な
ぐ
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
機
能
・

役
割
を
さ
ら
に
強
化
し
、
企
業
の
経

営
課
題
解
決
を
促
し
て
い
く
。
ま

た
、
地
域
の
課
題
解
決
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

埼玉県信用保証協会
後閑博会長

経
営
支
援
を
一
層
強
化

　
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
終
了
後

も
、
当
協
会
に
よ
る
県
内
中
小
企
業

・
小
規
模
企
業
へ
の
対
応
姿
勢
は
不

変
だ
。
経
営
支
援
の
取
り
組
み
を
一

層
強
化
し
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
信
用
保
証
機
能
を
十
分
に

発
揮
し
て
い
く
。
特
に
今
年
度
か
ら

は
、
経
営
支
援
の
中
核
的
部
署
で
あ

っ
た
企
業
支
援
室
を
経
営
支
援
部
へ

発
展
的
に
改
組
し
、
２
課
体
制
を
敷

い
て
い
る
。
よ
り
充
実
し
た
き
め
細

か
い
支
援
を
展
開
し
た
い
。

　
昨
年
９
月
に
当
協
会
が
事
務
局
を

務
め
創
設
し
た
県
内
金
融
機
関
な
ど

機
関
で
構
成
す
る
「
彩
の
国
中
小

企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
、
そ

の
中
に
あ
る
個
別
企
業
に
対
す
る

「
経
営
サ
ポ
ー
ト
会
議
」
に
も
引
き

続
き
力
を
入
れ
、
中
小
企
業
の
経
営

改
善
や
事
業
再
生
を
埼
玉
県
全
体
で

推
進
し
て
い
き
た
い
。

小川修一会長

Ｉ
Ｔ
が
日
本
再
生
の
鍵

埼玉県情報サービス産業協会

　
当
協
会
は
昨
年
４
月
、
県
知
事
の

認
定
を
受
け
、
地
域
経
済
振
興
と
情

報
高
度
化
を
推
進
す
る
公
益
社
団
法

人
と
し
て
新
発
足
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
よ
り
株
価
は
１
万
５
０
０
０

円
台
を
回
復
、
為
替
相
場
も
１

１
０
０
円
を
超
え
る
円
安
と
な
り
企

業
の
営
業
利
益
は
大
幅
に
改
善
し

た
。
し
か
し
、
今
後
の
経
済
成
長
に

関
す
る
政
策
は
こ
れ
か
ら
だ
。
財
政

再
建
に
向
け
て
の
経
済
成
長
施
策
が

大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　
革
新
の
象
徴
と
も
い
え
る
Ｉ
Ｔ
技

術
は
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
活
用
さ
れ
、

そ
の
技
術
が
課
題
解
決
と
成
長
戦
略

の
鍵
と
な
る
。
我
々
は
、
情
報
サ
ー

ビ
ス
産
業
界
の
役
割
が
ま
す
ま
す
社

会
的
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

自
覚
し
、
活
動
し
て
い
く
。
公
益
社

団
法
人
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る

地
域
振
興
・
情
報
高
度
化
の
た
め
に

諸
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
。

埼玉県鍍金工業組合
小林満理事長

困
難
を
恐
れ
ず
前
向
き
に

　
低
迷
し
て
い
た
日
本
経
済
が
、
昨

年

月
の
政
権
交
代
後
大
き
く
動
き

だ
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
な
ど
に
よ

り
、
長
年
苦
し
ん
だ
円
高
が
是
正
さ

れ
、
株
価
も
上
昇
し
始
め
て
い
る
。

　
上
場
企
業
の
決
算
で
も
増
収
増
益

が
み
ら
れ
、
景
気
回
復
へ
の
期
待
感

が
高
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
実
情
を
見

る
と
、
中
小
企
業
の
受
注
量
は
伸
び

悩
ん
だ
ま
ま
で
、
こ
の
先
右
肩
上
が

り
に
増
え
る
と
は
思
え
な
い
。
飛
行

機
で
２
―
３
時
間
飛
べ
ば
賃
金
が
５

分
の
１
、
物
価
は

分
の
１
の
世
界

が
あ
る
の
が
現
実
。
そ
こ
と
ど
う
戦

っ
て
利
益
を
確
保
し
て
い
く
か
が
問

題
だ
。
追
い
か
け
て
く
る
側
の
技
術

力
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
今
ま
で

の
や
り
方
は
通
用
し
な
い
。
一
歩
を

踏
み
出
す
勇
気
と
、
困
難
を
恐
れ
な

い
ハ
ー
ト
が
必
要
だ
。
常
に
前
を
見

て
進
ん
で
行
け
ば
道
は
開
け
る
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ５月３１日 金曜日 　　


